
２　タリン・パディ― 土地は誰のもの？！

　「民衆文化連盟タリン・パディ」はインドネシアで

結成されたアーティスト集団です。スハルト政権崩壊

まもない 1998 年 12 月にジョグジャカルタで結成さ

れ、2004 年まで旧美術学校の校舎を占拠し活動して

いました。その後メンバーは大きく入れ替わりました

が、創立メンバーのモハマド・ユスフを中心に、現在

もグループとして存続しています。

　このグループの特徴は、社会的メッセージの強い作

品を制作し、人々に直接働きかけようとする点です。

「アート、アクティビズム、ロックンロール」をモットー

に、各地の政治問題を扱うバナーやポスターなどの絵

画・版画、かかしなどを制作し、街頭デモや集会で労

働者、農民、漁民の生存権のための闘争を支援してき

ました。

　ここでは、タリン・パディのメンバーたちが制作し

た、素朴ながらも強烈なエネルギーを発散している木

版画をまとめて紹介しています。特に、署名もなく印

刷数の限定もない《採掘は生活をおびやかす》は、作

家性や作品のオリジナリティーを神聖視する「美術」

としてではなく、社会的抑圧に苦しむ名もなき人々の

声を代弁しようとする彼らの制作態度に、より合致し

ているのではないでしょうか。

　タリン・パディはインドネシア語で「稲の芒（のぎ）」

を意味しています。米はインドネシア人にとっての主

食であり、生きていくには必要不可欠な大切な食物で

す。しかし、その芒に一体どのような意味が込められ

ているのでしょうか。彼らの言葉によれば、「芒のさ

さくれに触るとひっかき傷ができたり、痒くなったり

する」ように、「タリン・パディの作品やメッセージ

は心地いいものではないし、ときには苦痛だったり、

我慢できないことだってある。でもこの国の癒えない

傷に何度でも触るのがタリン・パディ」なのです。

３　国家の理想と現実

　つぎに目をむけるのは、私たちに身近な東アジアの

国々です。中国では 1949 年に中華人民共和国が成立

し、社会主義国家としての理想にあふれたイメージや

スローガンがポスターとして大量に印刷されました。

こうした政治宣伝用のポスターは、中国の伝統的な年

画（新年になると家の内外に貼られる吉祥画）のスタ

イルを踏襲しているため「新年画」と呼ばれています。

　その中のひとつ《広い天地で革命の決意を鍛え、農

村に住みつく気持ちは変わらない》は、都会の青年た

ちを農村での肉体労働に従事させた「上山下郷運動」

を称揚したポスターです。多くの新年画のように白い

歯をみせて笑う人々が描かれていますが、農民・労働

者の連帯や農村支援といった美名のもとで、この政策

が都市労働者の放逐と彼らの思想教育を目指したもの

だったとの批判もあります。

　一方《破壊（世界金融センター）》では、中国都市

部ですすむ再開発の光と影が同時に写し取られていま

す。作者のジャン・ダーリーは、取り壊される家屋に

スプレーで横顔を描き、壁ごとくりぬくという作品を

1995 年頃から展開させてきました。その背景には、

拡大する富の不均衡や人権問題、汚職、公害など、社

会主義の理想から資本主義へと大きく舵を切った中国

の悩ましい現実があります。

　また韓国では、イ・ユニュプが民衆の側にたった美

術による社会活動を展開しています。2000 年代半ば

には米軍基地闘争がおこなわれていたテチュリに移住

し、住民の闘争や生活に取材した作品を制作しました。

その後も「派遣美術団」を結成し、強制退去に抗議す

る住民たちや、生活苦にあえぐ労働者たちを支援する

活動をおこなっています。

　「一粒の希望―土地は誰のもの？！」で紹介したの

は、社会的メッセージ性の強い作品のごく一部ですが、

タリン・パディやイ・ユニュプのように数多くのアー

ティストたちが国家と個人、公共と人権、理想と現実

のせめぎ合いのなかで、それぞれの信念に立った表現

行為や美術活動を展開しているのです。

瞑想の森

　「私は目に見えるものの限界を感じはじめました。すべてのものは抑制され、部分的に覆われ･･･

私は現実が当てにならないもので、真実をぼやかしていることに気づいたのです」

　
　こう語るのは、ベトナムの女性画家ディン・ティ・タン・プーンです。若いときにシュルレアリ

スムの絵画や思想に出会ったことで、「心の目」で見る重要性に気づいたといいます。たしかに、

故郷の風景や人の姿が入れ籠のように重なったその作品は、彼女の視線が目の前の世界を突き抜け

て、より普遍的なものに向かっていることを暗示するかのようです。

　今回のコレクション展では、「瞑想の森」というテーマのもと、２つのコーナーを設けています。

　★１  きらめく世界へ

　★２  森の住人たち

　はじめの「きらめく世界へ」では、現代の都市生活では見過ごされがちな様々な「光」を取り上

げています。たとえば、夜空に浮かぶ星や月、あるいは無数の火のきらめきなど、それらの光は古

より人類を魅了しつづけてきました。ここに展示している作品からは、世界の神秘に触れたときの

驚きや憧れ、未知なる自然への恐れとともに、まるで「祈り」にも似た感覚が読みとれるのではな

いでしょうか。

　そして「森の住人たち」では、さまよう自己を投影したような作品や、現実と空想の溶けあった

ような幻想的な作品を通して、彼等の心の内に生い茂るさまざまな「森」を巡っていきます。そこ

には、うろうろと当てもなくさまよう大きなゾウや、いくつもの腕をもった神や精霊たちがいるか

もしれません。あるいは、蟻の行列を見つめる女性や、赤く力をみなぎらせた龍に出会うかもしれ

ません。心を落ち着かせて、静かにその中にたたずんだとき、あなたの内なる森にもきっと何かが

現れるはずです。

　それでは、いざ瞑想の森へ。

２０１６年４月２１日（木）～ ７月１２日（火）
アジアギャラリー

( 左から） ①ディン・ティ・タン・プーン 《愛―自由》 2005 年　②カジ・ギャスディン《夜の物語》1996 年　③プラトゥアン・エームチャルー
ン《はすの葉の中の生の反映》1970 年　④デーン・ブアサーン《雨季の最後の朝》2005 年

Forests of Meditation

       I began to perceive the limits of the visible.  Everything is held in, and partially veiled by, everything...  I 
realize that the real can be deceptive and obscure the truth.
       This is the words of Dinh Thi Tham Poong, a female Vietnamese painter.  Tham Poong became 

conscious of seeing with her “mind’ s eye”  by being exposed to the surrealists’ philosophy and paintings.  

In fact, the Tham Poong’ s work in which the landscape and the people of her hometown are nested 

inside one another seems to indicate something more universal that exists beyond our ordinary world.

       Under the title “Forests of Meditation,” this exhibition from the Fukuoka Asian Art Museum 

Collections is divided into two sections.  

★1  Towards the Shining World

★2  Forest Dwellers

       The first section, “Towards the Shining World” shows various types of “lights,” which tend to be 

forgotten in today’ s urban life; for instance, the light of stars and the Moon, or that of several fire ― the 

lights that have attracted us since the dawn of time.  Through the works in this section, we will 

experience a sense of wonder or fear as well as a certain sincere feeling that can only be called a 

“prayer,” which we feel by touching the mystery of the world or by facing unknown aspect of nature.  

       The second section, “Forest Dwellers” takes us to various “forests” growing inside the artist’ s mind, 

such as the work that reflects an image of the wandering-self, and the fantastical piece in which the 

boundary between real and imaginary blur.  In these forests, we may meet a gigantic elephant 

wandering in the trees, a god or a spirit with multiple arms, a lady fixing her eyes at a line of ants, or a 

fully-energized red dragon.  Standing in the trees with quiet mind, you will meet what might live inside 

your own forest.

       Ready?  Let’ s explore the forests of meditation. 

April 21, 2016 ― July 12, 2016
Asia Gallery

(From the left) ①Dinh Thi Tham Poong 《Love - Freedom》 2005　②Kazi Ghiyasuddin《Story of Night》1996　③Pratuang Emjaroen
《Reflection of Life in Lotus Leaf》1970　④Deang Buasan《The Last Morning of the Rainy Season》2005


